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右
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質
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提
出
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る
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一 

 



 

四 

昭
和
二
十
七
年
七
月
十
五
日
法
律
第
二
百
三
十
二
号
「
航
空
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
る
「
飛

行
場
」
と
は
い
か
な
る
「
飛
行
場
」
か
。 

五 

同
法
が
適
用
さ
れ
る
「
航
空
機
」
「
航
空
保
安
施
設
」
と
は
い
か
な
る
「
航
空
機
」
「
航
空
保
安
施
設
」
か
。 

三 

米
軍
に
は
滑
走
路
の
強
度
、
航
空
保
安
施
設
の
整
備
等
に
関
し
、
い
か
な
る
規
則
が
あ
る
か
。
二
年
以
上
に

わ
た
る
滑
走
路
等
の
放
置
後
、
そ
の
ま
ま
再
使
用
を
す
る
こ
と
に
、
米
軍
の
規
則
上
何
ら
問
題
は
な
い
の
か
。 

六 

「
地
位
協
定
」
第
二
条
第
四
項
(a)
に
基
づ
き
自
衛
隊
が
使
用
す
る
場
合
こ
の
「
飛
行
場
」
及
び
こ
の
「
飛
行
場
」
を 

一 

昭
和
四
十
四
年
十
月
三
日
付
で
在
日
米
空
軍
（
第
五
空
軍
）
が
行
な
つ
た
「
立
川
基
地
で
の
飛
行
業
務
は
近
く

終
結
す
る
」
と
の
発
表
の
原
文
及
び
日
本
政
府
和
訳
文
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

二 

現
在
、
米
軍
は
立
川
飛
行
場
を
「
飛
行
場
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
か
。 

 
米
軍
立
川
基
地
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

九 

自
衛
隊
は
現
在
の
と
こ
ろ
「
地
位
協
定
」
第
二
条
第
四
項
(a)
に
よ
つ
て
一
時
使
用
し
て
い
る
が
、
第
二
条
第
四

項

(b)
に
や
が
て
移
行
す
る
予
定
で
は
な
い
の
か
。
第
二
条
第
四
項

(a)
に
よ
つ
て
将
来
と
も
一
時
使
用
を
続
け
る

つ
も
り
か
。 

八 

自
衛
隊
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
八
日
か
ら
米
軍
立
川
基
地
内
で
自
衛
隊
機
の
運
航
を
行
な
つ
て
い
る
が
、

同
基
地
内
に
は
法
令
上
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く
「
飛
行
場
」
が
存
在
し
て
い
る
の
か
。 

七 

「
地
位
協
定
」
第
二
条
第
四
項

(a)
に
基
づ
き
自
衛
隊
が
「
飛
行
場
」
と
し
て
使
用
す
る
場
合
、
自
衛
隊
法
第
百
七

条
第
二
項
に
よ
つ
て
準
用
す
る
「
航
空
法
」
第
四
十
条
「
告
示
」
（
防
衛
庁
長
官
の
告
示
）
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

使
用
す
る
「
航
空
機
の
運
航
」
に
は
同
法
の
適
用
が
あ
る
か
。 

ま
た
、
も
し
必
要
で
な
い
と
す
れ
ば
、
自
衛
隊
が
「
航
空
保
安
施
設
」
等
の
設
置
工
事
を
実
施
し
、「
航
空
交

通
管
制
業
務
」
を
行
な
い
、「
航
空
機
を
運
航
」
さ
せ
る
な
ど
一
連
の
自
衛
隊
機
の
航
行
に
関
す
る
自
衛
隊
の
行

動
を
規
制
す
る
法
令
は
何
か
。 

四 

 



 

 

五 

右
質
問
す
る
。 


